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全建賞

土木施設の役割や魅力を広く伝え、将来を担う子供たちに
興味を持ってもらうために、土木施設を紹介するテレビ番組
の制作・放送。土木施設の魅力と機能・効果を直接国民に訴
えかける大事な取組みである点や、Youtubeでの配信等多様
なメディアを活用した点、３年にわたる放映で視聴者も多い
点が評価された。

全建賞審査委員会の評価ポイント

特定のインフラに係わらない公共事業全般に関する取り組み

授賞機関　群馬県 県土整備部 建設企画課 　　　
公益財団法人 群馬県建設技術センター

�群馬県内の土木施設を紹介する「BIRD’S EYE」
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の担手

1．はじめに
私達の生活に欠かせない土木施設。県内には重要文化

財に指定されたもの、最新の技術を駆使したものなど、
将来に語り継ぐ価値のある土木施設が数多く存在する。

土木施設の役割や魅力を広く伝え、また将来を担う子
供たちに土木に興味を持ってもらうため、県内の土木施
設を紹介するテレビ番組を制作し、地元テレビ局で放送
した。放送後は、YouTubeでも配信している。

2．事業の概要
番組制作は、群馬県と（公財）群馬県建設技術センター

をはじめ、国土交通省や東日本高速道路（株）、（独）水
資源機構及び業界団体にも協力協賛を得て、幅広く土木
施設を紹介している。

番組制作及び放送は、地元テレビ局の群馬テレビに委
託した。

①放送期間：平成29年４月〜令和２年３月
②放送日時：毎週土日18:15〜18:20
③対象施設：県内の土木施設（年間50施設）
　平成29年度「ぐんまの偉大な土木遺産」
　平成30年度「ぐんまの生活を支える土木施設」
　令和元年度 「ぐんまの風景を魅せる土木施設」

3．事業の成果
ドローンで撮影した映像などを駆使して、土木施設な

らではのスケール感・ダイナミック感を映し出しながら、
普段見られない視点から映像化し、土木施設の魅力を余
すところなく伝えることができた。

また、土木施設の歴史や役割、価値などの解説が加え
られた資料映像として、イベントや研修などでの放映や、
土木系高校などに番組DVDを配布し、教材として活用
していただいている。

4．おわりに
建設産業は、社会資本の整備と維持管理の担い手、災

害時における地域の安全・安心の守り手であるとともに、
地域の経済や雇用を支える重要な役割を担っており、建
設産業の担い手である若者の中長期的な確保・育成を支
援するため、今後も様々な広報活動を展開したいと考え
ている。現在はシリーズ第４弾として、「＠！アッと驚
くぐんまのヒミツ〜土木探検隊が行く〜」として、現場
で働く「人」に焦点をあて人気タレントの進行で技術者
を紹介する番組を放送している。
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YouTube「群馬県建設企画課」

「ぐんまの偉大な土木遺産〜 BIRD’S EYE 〜」


